
⑦
 

時
記
せ
る
慮
な
る
が
、
聾
伯
の
筆
が
祉
會
に
迎
へ
ら
れ
し
は
、
其
落
葉
以
来

の
事
に
し
て
、
其
の
以
前
に
も
賢
首
菩
薩
其
の
他
傑
作
勘
か
ら
ざ
り
し
も
、

病
身
な
り
し
上
に
多
年
眼
病
を
患
ひ
た
れ
ば
、
筆
執
る
事
も
多
か
ら
ず
、
且

つ
胤
作
を
避
け
、
如
何
な
る
小
品
と
雖
も
之
れ
を
研
究
的
に
物
さ
れ
し
か

ば
、
他
の
聾
家
に
比
し
て
作
品
少
く
、
従
っ
て
遺
産
と
て
も
な
く
、
遺
子
の

教
育
も
充
分
な
ら
ざ
る
よ
り
、
今
回
岡
倉
覺
―
―
-
、
玉
堂
、
大
観
、
廣
業
、
観

山、

臨
風
の
諸
氏
等
猿
起
と
な
り
、
来
四
月
二
日
よ
り
向
ふ
一
週
間
、
本
校

構
内
に
於
て
追
悼
展
覧
會
を
開
催
し
て
逍
墜
を
陳
列
し
、
且
つ
有
志
よ
り
寄

脂
の
金
屏
風
五
双
に
現
代
諸
大
家
揮
竜
し
、
其
他
各
甕
家
の
寄
附
鸞
を
も
賣

却
し
、
出
陳
の
逍
墨
を
｛
島
員
版
と
な
し
て
一
部
の
車
早
帖
と
な
し
、
之
れ
を
有

志
に
頒
ち
、
其
の
上
り
高
を
以
て
遺
子
の
数
育
費
に
充
つ
る
筈
な
り
と
。
今

の
世
に
於
て
此
の
美
畢
を
見
る
、
洵
に
喜
ば
し
ぎ
事
な
り
。
而
し
て
遺
墨
展

覧
會
事
務
所
は
本
校
文
庫
内
に
設
け
ら
れ
、
出
陳
せ
ん
と
す
る
向
は
二
月
中

に
申
出
づ
べ
き
定
め
な
り
と
い
ふ
。

（
同
第
十
巻
第
五
号
）

外
に
同
誌
第
十
巻
第
八
号
（
同
年
五
月
）
に
は
前
出
「
な
に
は
ば
ら
」
の
本
展

覧
会
に
関
す
る
論
評
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
岡
倉
覚
三
ら
が
発
行
し
た
『
春
草

画
集
』

に
よ
れ
ば
、
本
校
は

「
魚
類
」
（
写
生
成
績
）
、
「
寡
婦
と
孤
児
」
（
卒
業
制

作
）
お
よ
び

「
水
鏡
」
を
出
品
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

青
木
繁
遺
作
展
覧
会

明
治
四
十
五
年
三
月
十
五
日
よ
り
同
月
三
十
一
日
ま
で
上
野
公
園
竹
之
台
陳

列
館
で
美
術
新
報
主
催
第
三
回
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
の
一
隅
に
青

⑧
 

青
木
は
明
治
三
十
七
年
本
校
西
洋
画
科
卒
業
。
在
学
中
、
三
十
六
年
九
月
開

催
の
白
馬
会
第
八
回
展
に
「
黄
泉
比
良
坂
」
（
東
京
芸
術
大
学
蔵
）
ほ
か
十
数
点

を
出
品
し
、
そ
の
神
話
な
ど
に
題
材
を
と
っ
た
独
自
の
浪
漫
主
義
的
作
風
は
画

界
に
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
、
白
馬
賞
第
一
回
受
賞
者
と
な
っ
た
。
卒
業
し

た
年
の
秋
に
は
「
海
の
幸
」
を
白
馬
会
第
九
回
展
に
出
品
。
明
治
四
十
年
の
東

京
勧
業
博
覧
会
に
は
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
を
出
品
し
た
が
、
同
年
夏

に
は
郷
里
久
留
米
に
帰
り
、
貧
窮
と
落
塊
の
放
浪
生
活
の
中
で
四
十
四
年
三
月

二
十
五
日
、
数
え
三
十
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
遺
作
展
は
そ
の
一
周
忌
に
あ

た
っ
て
友
人
た
ち
が
開
催
し
た
も
の
で
、
出
陳
作
は
大
正
二
年
政
教
社
発
行

『
青
木
繁
画
集
』
に
多
少
作
品
を
追
加
し
て
収
め
ら
れ
た
。
同
書
は
ほ
か
に
青

木
の
歌
稿
、
書
簡
、
画
談
お
よ
び
友
人
た
ち
に
よ
る
「
追
悼
と
感
想
」
（
坂
本
繁

二
郎
、
森
田
恒
友
、
高
村
真
夫
、
正
宗
得
三
郎
、
有
島
生
馬
、
木
下
杢
太
郎
、
岩
野
泡

鳴
、
蒲
原
有
明
、
梅
野
満
雄
）
、
年
譜
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
青
木
繁
研
究
に
不
可

欠
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

青
木
繁
が
日
本
近
代
絵
画
史
上
に
輝
か
し
い
地
位
を
占
め
る
の
は
ず
っ
と
後

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
死
去
お
よ
び
遣
作
展
開
催
の
際
に
は
友
人
た
ち
の
書

い
た
も
の
が
新
聞
や
雑
誌
に
載
っ
た
が
、
世
間
一
般
の
評
価
は
決
し
て
高
い
と

は
言
え
な
か
っ
た
。
本
校
の
校
友
会
月
報
な
ど
は
、
そ
の
死
去
に
際
し
て
わ
ず

か
数
行
の
記
事
を
載
せ
た
だ
け
で
、
遣
作
展
に
つ
い
て
は
全
く
ノ
ー
コ
メ
ン
ト

で
あ
っ
て
、
そ
の
扱
い
方
は
前
記
菱
田
春
草
の
場
合
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
っ

こ。f
 

高
勾
麗
時
代
古
噴
の
壁
画
模
写

木
繁
の
遺
作
五
十
一
点
が
陳
列
さ
れ
た

Q
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関
野
は
大
正
二
年
に
梅
山
里
の
古
墳
を
調
査
し
た
。
そ
こ
に
は
十
ば
か
り
古

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。

な
お
、
関
野
貞
ら
の
朝
鮮
古
蹟
調
査
の
成
果
は
大
正
四
年
朝
鮮
総
督
府
発
行

記
さ
れ
て
い
る
。

本
校
図
案
科
建
築
学
授
業
嘱
託
関
野
貞
（
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
助
教
授
、
造

神
宮
技
師
、
古
社
寺
保
存
会
委
員
）
は
明
治
四
十
二
年
八
月
よ
り
韓
国
皮
支
部
、
次

い
で
朝
鮮
総
督
府
に
命
ぜ
ら
れ
て
朝
鮮
半
島
の
古
蹟
調
査
に
従
事
し
て
い
た
。

一
方
、
こ
れ
よ
り
先
き
、
本
校
日
本
画
撰
科
生
太
田
福
蔵
（
天
洋
）
は
明
治
三
十

八
年
満
州
に
出
征
。
の
ち
に
朝
鮮
守
備
隊
に
編
入
さ
れ
江
西
に
滞
在
し
た
が
、

そ
の
折
り
に
平
安
南
道
江
西
郡
遇
賢
里
に

三
つ
の
古
墳
が
あ
る
こ
と
を
聞
き
、

同
朋
兵
士
や
地
元
民
（
学
校
生
徒
）
の
協
力
を
得
て
発
掘
を
試
み
、
同
年
十

一
月

二
十
八
日
に
そ
の
う
ち
の
最
大
の
古
墳
に
見
事
な
壁
画
が
あ
る
の

を

発

見

し

た
。
太
田
は
そ
れ
ら
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
発
掘
し
た
穴
を
塞
い
で
お
い
て
帰
国

し
、
母
校
で
学
業
を
再
開
し
た
。
そ
し
て
、
た
ま
た
ま
関
野
貞
の
講
義
で
朝
鮮

美
術
の
話
を
聴
き
、
関
野
に
ス
ケ
ッ
チ
を
見
せ
て
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
調

査
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
正
元
年
秋
に
関
野
は
李
王
職
博
物
館
と
交

渉
し
て
本
校
を
卒
業
し
た
太
田
と
当
時
本
校
助
手
で
あ
っ
た
小
場
恒
吉
を
同
伴

し
て
発
掘
、
模
写
を
行
な
っ
た
。

三
つ
の
古
墳
は
高
勾
麗
時
代
(
C
三
七
＼
D

六
A
 

B
 

六
八
）
の
も
の
で
、
大
、
中
、
小
と
あ
り
、
大
、
中
の
古
墳
に
は
四
神
、

天
女
、

仙
人
、
唐
草
や
蓮
花
の
模
様
等
が
描
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
三
里
ば
か

り
東
南
の
鶴
林
面
肝
城
里
に
も
二
つ
の
玄
室
を
持
ち
壁
画
の
あ
る
大
古
墳
が
あ

っ
た
の
で
、
太
田
と
小
場
は
分
担
し
て

ニ
ヶ
月
余
り
か
け
て
そ
れ
ら
の
壁
画
を

模
写
し
、
李
王
家
の
博
物
館
に
提
出
し
た
。
さ
ら
に
、
平
壊
の
西
南
の
鎮
南
浦

府
大
上
面
梅
山
里
に
も
壁
画
古
墳
が
あ
る
と
い
う
通
報
を
受
け
、
太
田
が
そ
こ

へ
赴
い
て
騎
馬
人
物
、
狩
猟
図
、
四
神
、
模
様
等
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
（
大
正
二
年

二
月
発
行
『
美
術
新
報
』
第
十
二
巻
第
四
号
に
関
野
、
太
田
に
よ
る
報
告
と
模
写
の
写

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
。

墳
が
あ
り
、
そ
の
中
の
―
つ
に
四
神
、
人
物
、
騎
馬
像
、
狩
猟
図
、
雲
形
や
唐

草
の
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
関
野
は
こ
れ
を
千
五
百
年
前
頃
の
も
の
と
推
定

し
、
狩
塚
と
命
名
し
た
。
ま
た
、
そ
の
西
北
の
新
北
面
花
上
里
に
も
十
数
個
の

古
墳
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

二
つ
に
壁
画
が
あ
っ
た
。
南
方
の
も
の
に
は
神
像

や
人
物
男
女
、
模
様
、
柱
や
組
物
の
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
関
野
は
こ
れ
を
千

四
百
余
年
前
の
古
墳
と
推
定
し
大
蓮
華
塚
と
命
名
。
ま
た
、
北
端
の
も
の
に
は

人
物
、
蓮
華
模
様
、
星
形
や
唐
草
の
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
千
四
百
五
十
年
前
頃
と
推
定
し
、

星
塚
と
命
名
し
た
。
さ
ら
に
、
鎮
南
浦
平

壌
間
鉄
道
線
路
の
真
池
洞
駅
附
近
に
も

二
つ
の
壁
画
古
墳
が
あ
り
、
大
き
い
方

に
は
組
物
そ
の
他
の
模
様
や
楼
閣
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
大
塚
と
名
付

け
た
。
小
さ
い
方
は
柱
頭
と
礎
盤
を
有
す
る
八
角
柱
と
い
い
、
牛
車
、

騎

馬

像
、
男
女
人
物
、
四
神
、
唐
草
や
蓮
花
の
模
様
、
山
水
、
樹
木
、
狩
猟
等
々
の

壁
画
と
い
い
、
大
変
優
秀
な
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
千
四
百
年
前
の
も
の

と
推
定
し
双
楢
塚
と
命
名
し
た
（
大
正
三
年
三
月
発
行
『
美
術
新
報
』
第
十
三
巻
第

五
号
に
関
野
貞
の
報
告
と
壁
画
の
写
真
、
太
田
福
蔵
に
よ
る
双
楢
塚
壁
画
模
写
の
写
真

本
学
芸
術
資
料
館
に
は
双
楢
塚
壁
画
模
写
の
一
部
（
十
六
点
）
が
収
蔵
さ
れ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
大
正
四
年
十

一
月
九
日
に
小
場
恒
吉
よ
り
買
入

・
納
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
小
場
は
東
京
美
術
学
校
と
東
京
帝
国
大
学
の
命
令
で
模
写
に
従

事
し
た
。
そ
の
履
歴
書

（本
学
蔵
）
に
は
大
正
元
年
九
月
十
二
日
（
東
京
美
術
学
校

命
令
。
六
十
日
間
。
延
長
一二
週
間
）
、

同
二
年
七
月
三
十
一
日
（
帝
国
大
学
命
令
）
、

同
三
年
（
東
京
美
術
学
校
命
令
。
九
十
日
間
）
と
三
回
に
亘
っ

て
模
写
し
た
こ
と
が
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⑪ 

狩
野
友
信
死
去

明
治
四
十
五
年
七
月
十
五
日
、
本
校
創
立
に
尽
く
し
、
本
校
絵
画
科
助
教
授

を
つ
と
め
た
狩
野
友
信
が
中
風
症
に
よ
り
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友

会
月
報
』
第
十
一
巻
第
一
号
訃
音
欄
に
そ
の
経
歴
紹
介
と
追
悼
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
誌
第
十
巻
第
九
号
に
よ
れ
ば
、
同
年
六
月
二
日
、
知

己
門
人
二
百
余
名
が
巣
鴨
町
妙
義
坂
上
の
丹
波
（
敬
三
）
薬
学
博
士
宅
で
友
信

の
古
稀
祝
賀
会
を
開
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
遺
骸
は
染
井
墓
地
に
葬
ら
れ
た

が
、
大
正
三
年
三
月
一
日
に
至
り
知
己
や
教
え
子
た
ち
に
よ
っ
て
狩
野
家
歴
代

の
墓
所
で
あ
る
池
上
本
門
寺
に
墓
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
表
面
の
字
は
今
泉
雄
作

の
書
に
よ
り
、
裏
面
は
正
木
直
彦
撰
文
、
屋
代
堤
江
書
に
よ
り
高
仙
鶴
が
刻
ん

だ
（
『故
狩
野
友
信
先
生
墓
碑
建
立
報
告
』
大
正
三
年
三
月）。

⑩ ⑨

林
美
雲
死
去

明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
九
日
、
本
校
彫
刻
科
助
教
授
林
美
雲
が
肋
膜
炎
に

よ
り
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
一
巻
第
一
号
訃
音
欄

に
略
歴
紹
介
と
追
悼
の
記
事
が
、
ま
た
同
第
三
号
に
肖
像
の
写
真
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
美
雲
は
文
久
二
年
江
戸
浅
草
生
ま
れ
。
旧
名
西
牧
正
八
。
高
村
東

雲
、
光
雲
に
師
事
し
、
明
治
二
十
四
年
本
校
犀
と
な
り
、
同
二
十
八
年
か
ら
三

十
年
ま
で
京
都
市
美
術
工
芸
学
校
に
勤
務
。

三
十
一
年
本
校
助
教
授
と
な
り
光

雲
の
も
と
で
木
彫
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
た
。

西
郷
孤
月
死
去

『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
全
十
五
冊
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

大
正
元
年
八
月
三
十
一
日
、
も
と
本
校
絵
画
科
助
教
授
で
あ
っ
た
西
郷
孤
月

が
死
去
し
た
。
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
十
一
巻
第
一
号
訃
音
欄
に

略
歴
の
紹
介
と
追
悼
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
孤
月
は
明
治
三
十
一
年
日

本
美
術
院
創
立
に
加
わ
り
、
雅
邦
の
娘
と
結
婚
（
翌
年
頃
離
婚
）
し
た
が
、
同
三

十
六
年
頃
か
ら
放
浪
生
活
に
入
り
、
大
正
元
年
台
北
滞
在
中
に
発
病
し
東
京
に

帰
っ
て
死
去
し
た
。
四
十
歳
で
あ
っ
た
。
近
年
、
郷
里
の
長
野
県
下
を
中
心
に

遺
作
の
発
掘
が
進
み
、
展
覧
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
再
評
価
の
試
み
が
な
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
た
か
た
ち
で
昭
和
五
十
八
年
に
山
川
武

・
菱
田
春
夫
編

『
西
郷
孤
月
画
集
』
が
信
濃
毎
日
新
聞
社
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
。

ラ
グ
ー
ザ
採
用
の
可
否

大
正
元
年
十
一
月
―
――
十
日
、
文
部
省
大
臣
官
房
秘
書
課
長
心
得
瀬
戸
虎
記
よ

り
正
木
直
彦
校
長
に
対
し
て
ヴ
ィ
ソ
ツ
ェ
ン
ツ
ォ

・
ラ
グ
ー
ザ
採
用
の
可
否
に

つ
い
て
照
会
が
あ
っ
た
。
本
書
第
一
巻
で
触
れ
た
よ
う
に
、
ラ
グ
ー
ザ
は
明
治

九
年
か
ら
同
十
五
年
ま
で
エ
部
美
術
学
校
彫
刻
科
教
師
を
つ
と
め
た
後
、
清
原

玉
ら
を
伴
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
帰
り
、
パ
レ
ル
モ
市
に
工
芸
学
校
を
開
設
し
て
校

長
と
な
っ
た
。
同
校
は
問
も
な
く
市
立
高
等
美
術
工
芸
学
校
に
昇
格
。
清
原
玉

は
同
地
で
正
式
に
西
洋
画
法
を
学
び
、
同
校
の
油
絵
教
授
と
な
り
、
画
家
と
し

て
名
声
を
得
た
。
明
治
二
十
二
年
に
は
ラ
グ
ー
ザ
と
結
婚
し
、

ニ
レ
オ
ノ
ラ
と

改
名
し
て
い
る
。
帰
国
後
三
十
年
た
ち
、
ラ
グ
ー
ザ
夫
妻
の
日
本
へ
の
想
い
は

止
み
が
た
く
、
大
正
元
年
九
月
二
十
七
日
、
ラ
グ
ー
ザ
は
日
伊
両
外
務
省
を
介

し
て
日
本
政
府
に
再
雇
用
を
嘆
願
し
た
。
そ
の
た
め
に
本
校
に
採
用
の
可
否
が

問
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
校
は
「
経
費
ノ
都
合
上
採
用
ノ
見

込
無
之
候
」
と
回
答
し
、
本
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
結
着
が
つ
い
て
し
ま
っ

⑫ 
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